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JACICの取組み（英国）

平成28年度
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英国の取組み（組織概要）

INNOVATE UK
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• INNOVATE UKは、英国政府の経済成長を担当する
組織である。

• 当組織は、イノベーションを加速すると共に、
起業やビジネスの拡大を支援する技術と教育を
推進している。

• INNOVATE UK のBEIS（ Department for 
Business, Energy and Industrial Strategy ）
に所属するBIMTG（BIM Task Group）は、2016年
までにすべての中央政府機関に最低限、BIM 
Level2を採用することを目的に掲げ、政府建設
戦略（2011）を実施することを支援している。

• BIMTGは、産業界、政府、公共部門、機関、学界
からの専門知識を結集して公共事業へのBIMの導
入に関する国際協力やアライメントをサポート
している。

https://www.gov.uk/government/organisations/innovate-uk



英国の取組み（組織概要）

BIMTG（BIM Task Group）Working Parties

4

1.Training and Education
建設分野の主要な関係者に政府のプロジェクトに必要なスキルと知

識を提供する。
2.COBie data set requirements

英国政府のパイロットや建物とインフラプロジェクトで使用されて
いるCOBie 2.4の文書を管理する。

3.Plan of Works
プロジェクトの各段階で政府が要求する成果に関わる規定を策定す

る。
4.BIM Technologies Alliance

政府のBIM戦略などから生じる可能性のある技術要件に対応する。
5.UK Contractors Group

英国で働く請負業者の主要な協会で構成。政府のBIM戦略に業界と
して対応する。

6.Construction Products Association
主要な建設製品メーカーで構成。National BIM LibraryのNBSと

CoBieテンプレートを作成する。

http://www.bimtaskgroup.org/working-parties/



英国の取組み（BIMの広がり）

BIMTG（BIM Task Group）BIM Partners
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JACICの取組み（英国方面）

MoU; Memorandum of understanding
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第 2 条: 覚書の目的

ザリンド・キャンピオン公使参事官と門松理事長



JACICの取組み（英国方面）

International Guide to the UK BIM Programme
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フィンランド

Infra FINBIM、 buildingSMART Finland（bSF）
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VTTフィンランド技術研究センター社

InfraBIM INFRAMODEL MAIN FOCUS

• IFCがまだ使える状況になって
いないためLandXMLをカスタマ
イズすることで現在の交換標準
を策定している。

• LandXML2.0へ対応するため
INFRAMODEL 4の要求書は今年公
開されて来年から実際の要求形
式として運用する予定である。

• Infra Modelのユースケースと
して交換フォーマットというだ
けではなく、施工フェーズ、ア
セットへの活用を考えている。
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bSFのインフラモデル



VTTフィンランド技術研究センター社

InfraBIM INFRAMODEL MAIN FOCUS

• LandXMLに関してはカスタマイ
ズというよりも、拡張している
ため不足のデータを追加してい
る。

• 現在、マシンガイダンスなどで
利用されるTeklaなどでは
INFRAMODEL 3が使われている。

• INFRAMODELの主要な活用は詳細
設計ではあるが設計から施工、
施工から完成図でも活用されて
いる。

• LandXMLの50％程度のスキーマ
がINFRAMODELで利用されている。
INFRAMODEL3に係わる規定とし
て11の仕様書が公開されている。
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インフラモデルのフレームワーク



VTTフィンランド技術研究センター社

InfraBIM Classification（分類）

• 主な用途は数量算出と品質管理である。ただ、情報モデルといった観点では不完全
のために設計・施工に関する幾何仕様を検討し定義している。

• 詳細設計などで利用して検討を行い、マシンガイダンスなどに引き継ぎ利用する。
• 技術的要求事項で、モデリングの共通認識、活用するときの協調関係を定め各発注

者がガイドラインを作成するときの参考情報として活用している。
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InfraBIM Classification（分類）



VTTフィンランド技術研究センター社

Infra kit（インフラキット）

12

• インフラキットは、現場で発生す
る情報（設計・施工・竣工完成
データ）を全て管理するクラウド
ベースの情報共有システムである。

• 関係員全員がWeb上で関連情報を
提供することができ、特別な端末
やソフトウェアは必要としない

• プロジェクトライフサイクル（右
図）の概念的に示したものである。

• 中央にプロジェクトオーナがいて、
設計者を左側、建設会社を右側に
配している。

• 設計者は元のデータが必要になるためオーナが持っているPre Design（設計前提・
予条件のデータで、図中は橙の矢印）の情報を使って設計を行い、設計データ（図
中の緑の矢印）をオーナに還元する。同様に入札の情報を公開し受注した建設会社
に設計データを提供し施工者は施工データ・竣工データ（図中の青の矢印）をオー
ナに還元する。

• インフラキットを用いることで、プレデザイン、設計データ、施工・竣工データを
一元的に管理することができる。

プロジェクトライフサイクル



VTTフィンランド技術研究センター社

Infra kit（インフラキット）
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インフラキットの活用場面

• インフラキットは様々な場面で利用されている。例えば、マシンコントロール・マ
シンガイダンスで施工したデータを収集している。

• インフラキットはトプコンやビーグル、ノバトロンなどのソフトウェアメーカに左
右されないマルチベンダーに対応したシステムである。

• なお、日本でのインフラキットの代理店はジオサーフ（GEOSURF CORPORATION）にて
日本語化されている。



VTTフィンランド技術研究センター社

Tripla（トリプラ）プロジェクト－YIT
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• BIMを適用したTriplaプロジェクト
• 民間主体の事業のため、新駅舎・鉄道付け替え工事等の調整や設計変更などは

情報共有して円滑に行われている。
• YITグループはフィンランドとロシアを跨る建設会社であり、2014年の売り上

げは18億ユーロ、従業員は6000人の規模である。

Triplaプロジェクトの現場



VTTフィンランド技術研究センター社

Tripla（トリプラ）プロジェクト－YIT
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• 4次元モデルを使ってプロジェクトの進捗管理および発注管理がシーム
レスに行われることを検証している。

• 設備データとBIMモデルとの連携による配管や鋼材・部材などの干渉・
衝突の有無も実施。

• 現場では職員がタブレットを携帯して関係者間で情報共有しながら円
滑に品質管理、工程管理を行っている。

BIMモデルの4次元管理 設備データとの連携（干渉・衝突）



InfraBIMに関する質疑応答
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Q1：インフラキットを運用しているが、発注者および受注者双方に向けてどのよ
うにして導入を進めたのか。

A1：情報化施工におけるマシンガイダンスなどの新しい施工方法ではインセン
ティブが存在したが現在は一般化したために無い。政府機関が投資した金額を
インセンティブでまかなうことはできない、それよりも政府機関が新しい技術
を一般化するということで、受注者は当然のように使うようになると考えてい
る。設計者に関してはインセンティブを与えるべきである。例えばBIMでの橋
梁設計などでは新たに発生する費用は政府がコスト負担することで設計の段階
で準備することができる。

Q2：インフラキットの運用で、維持管理の適用工種と、維持管理でBIM/CIMを
どのように活用するのか、維持管理で活用されている項目と点検データの蓄積
方法の具体を教えてほしい。（予定のものがあれば、それも含む）

A2：まず本プロジェクトは2010年に開始した4年間の研究活動であるため期間が
短いことから維持管理まで至っていない。パイロット工事では施工から維持管
理で使うデータをハンドオーバ（データ移行）するのか、BIMデータを保存し
て活用する（レジスター）仕組みが課題となっている。設計段階で作成したパ
イロット的にBIMデータを施工段階、維持管理に渡すということは効果がある。
但し、6年間のパイロット事業での費用対効果などの評価は難しく、さらに文
書化は難しく時間がかかる。技術的進歩は早いのでアドホックな取り決めで運
用しながら研究開発を継続して実現していくことは重要である。



InfraBIMに関する質疑応答
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Q3：設計者がBIMモデル作成にどの程度関わり施工会社はどのように使ったの
か。

A3：BIMモデルをベースにして設計を行うことを契約事項として明確になって
いる。Infra BIMプロジェクトではマシンコントロールのデータ作成は要求
事項となっているため設計者は作成することになっている。データのフロー
を受発注者間で議論を重ねて来たので次のフェーズではどういったデータが
必要である協議を続けてきた成果である。

Q4：BIMの活用に関して業界からの反発などはあるのか。
A4：BIM利用は業界からの要求であるため問題にはなっていない。納品が紙の
アーカイブ（納品）になっているため問題となって来ている。紙図面が全て
悪いということではなく電子化されたPDFも広く利用されている。検査者
（インスペクター）のBIMモデルの取り扱うことで業務プロセスをどう変え
ていくかなどに関して課題となることはある。

Q5：BIMの教育に関してどの程度のコストをかけているか。その規模は。
A5：パイロット事業の教育にどの程度コストをかけたかは不明である。bSIの
教育グループに大学の応用技術（サイエンス）のグループがあり業界に対す
るトレーニングを行っている。FTAはプロジェクトマネージャに対してプロ
ジェクト開始時にBIMの教育を行っている。


